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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語・英語・仏語が母語の幼児と成人の理由wh副詞に関して、幼児と
成人の発話コーパス（CHILDES)における自然発話調査と実験調査において以下の6つのトピックを扱い、理由wh
副詞が他のwhよりも高い位置にあることを明らかにした。６つのトピックは (1) 自然発話での理由wh副詞と否
定辞の共起、(2)自然発話での理由wh副詞の位置、(3)日本語の理由wh副詞と否定対極表現の介在効果に関する幼
児の実験調査、(4) 日本語の理由wh副詞疑問文の否定の島の制約, (5) 理由wh副詞と副詞を含む疑問文の成人の
実験調査、(6)理由wh副詞と焦点要素を含む疑問文の成人の実験調査 である。

研究成果の概要（英文）：Our research investigated the position of reason wh-adverbials in clause 
structure by analyzing children’s and mother's naturalistic speech data in English, French, and 
Japanese, and conducting children's and adults' experiments  in Japanese.  We focused on the 
following six issues: (1) co-occurrence of reason wh-adverbials with negation,  (2) linear positions
 of reason wh-adverbials in questions, (3) intervention effects of a negative polarity item in 
wh-questions, (4) negative island effects in wh-questions, (5) positions of reason wh-adverbials and
 other adverbs, (6) positions of reason wh-adverbials and focus phrases. The results of theses 
studies have provided pieces of evidence that Japanese-speaking children, French-speaking children 
and English-speaking children, like adults, locate reason wh-adverbials higher than other 
wh-phrases, in the left periphery of clause structure. 

研究分野： First language acquisition

キーワード： Reason wh-adverbials　Word order　Intervention effects　Negative islands
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研究成果の学術的意義や社会的意義
理由wh副詞の特殊性に関しては、Rizzi (1990)で英語・イタリア語・仏語において指摘された後、朝鮮語・中国
語・日本語においても議論されてきた (Ko 2005, Stepanov and Tsai 2008, Fujii and Takita 2007等）。英
語・朝鮮語の理由wh副詞の獲得研究にはThornton (2008), Ko (2004)があるが、日本語の理由wh副詞がなぜ特殊
な性質を持つのか、そしてその特殊性の獲得がどのようになされているのかについての研究はまだ十分行われて
こなかったため、理由wh副詞の特殊性の獲得研究は価値があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

Wh 副詞に関する島の制約は Huang (1982), Ross (1984)で議論され、Rizzi (1990)で英 語・イ

タリア語・仏語の理由 wh副詞の特殊性が指摘された後、韓国語・中国語・日本語の 理由 wh副

詞の特殊性についても議論されてきた (Ko 2005, Stepanov and Tsai 2008, Fujii and Takita 

2007, Fujii, Takita, Yang and Tsai 2014 等)。英語・朝鮮語の理由 wh副詞の獲得研究には

Thornton (2008), Ko (2004)があり、また日本語の理由 wh 副詞に関する島の制約に関しては幾

つか獲得研究がある(Kabuto (2007), Sugisaki (2012))。しかし、日本語の理由 wh 副詞がなぜ

特殊な性質を持ち、その特殊な性質の獲得がどのようになされているのかに関する研究は十分

に行われておらず、理由 wh 副詞の特殊性の獲得研究は価値があると考えた。  

 

２．研究の目的 

本研究においては、理由 wh 副詞の特殊性の幼児による獲得と成人による理解に注目した。言語

獲得過程の自然発話データの分析結果と実験調査結果に基づき、生得的な言語知識を定量的に

検証することを目的とした。また成人に対する実験調査により、幼児への調査には難度が高いと

考えられる理由 wh 副詞の特殊性に関する知識の定量的検証を試みた。 

 

３．研究の方法 

自然発話分析に関しては CHILDES データベース (MacWhinney 2000)内の日本語, 英語, 仏語を

それぞれ母語とする幼児の自然発話コーパスにおいて、理由 wh 副詞と否定辞の共起、また幼児

の発話内での理由 wh 副詞の位置に関して、キーワード検索を用いて調査を行った。実験調査に

関しては、幼児に対しては質疑応答法により理由 wh 副詞を含む疑問文に返答を促す実験を２つ

のトピックに関して行い、成人に対しては発話誘発法によりパペットに理由 wh 副詞を含む疑問

文を発話してもらう実験を２つのトピックに関して行った。 

 

４．研究成果 

(1) 幼児と母親の自然発話における理由 wh副詞 (ナゼ・ナンデ・ドウシテ)と否定辞の共起 

理由 wh 副詞の特殊性の獲得に関して、言語獲得過程のデータに基づき生得的な言語知識を定量

的に検証が期待できる現象の１つに、WH 句と否定辞との相互作用がある。理由 wh 副詞は否定辞

と共起するが、他の wh副詞は共起しにくく、獲得が早ければ理由 wh副詞と否定辞との共起は観

察され、他の whとの共起はあまり観察されない筈である。英語が母語の幼児 2人と日本語が母

語の幼児 2人、またその母親らの自然発話 (CHILDES)の分析をした結果、英語が母語の幼児 2人

の発話においては why と否定辞の共起が多く観察されたが、他の whと否定辞の共起はほぼ見ら

れなかった。日本語が母語の幼児 2人の発話においても理由 wh副詞(ナゼ・ナンデ・ドウシテ)

と否定辞の共起は多く観察されたが、他の wh と否定辞の共起はほぼなかった。また母親らの発

話にも同様の傾向が見られた。これらは幼児の理由 wh副詞の特殊性の早い獲得を示唆しており、

この調査結果を 2018 年 4月にハンガリーで行われた GLOW41 conference で発表した。 

 

(2) 幼児の発話における理由 wh 副詞の位置について 

理由 wh副詞の特殊性の獲得に関して、生得的な言語知識を定量的に検証が期待できる第 2の現

象に、理由 wh 副詞の発話の中での位置がある。日本語は比較的語順が自由であり、発話の左端

部に理由 wh 副詞が多く出現するならば、主格を持つ主語より理由 wh 副詞が高い位置にあるこ

との獲得が示唆される。日本語が母語の幼児 3人と母親 2人の自然発話(CHILDES)における理由



WH 副詞の位置を調査した結果、幼児の発話では理由 wh 副詞(ナンデ・ドウシテ)は発話内の節の

頭に７割以上現れたが、他の wh(ドコ)の節の頭での出現率は４割程度であり、理由 wh 副詞の位

置に関する早い獲得が示唆される結果となった。母親らの発話においても同様の傾向が見られ

た。この調査結果を 2018 年 10 月にマサチューセッツ工科大学で行われた The 14th Workshop 

on Altaic Formal Linguistics で発表し、2019 年に proceedings に論文が掲載された。また仏

語を母語とする幼児の理由 wh 副詞の位置に関する調査も行い、英語・日本語と同様の結果を得

ることができた。その成果を 2019 年 7 月に神戸で行われた電子情報通信国際学会で発表し、

Proceedings に論文を投稿し掲載された。 

 

(3) 幼児に対する理由 wh副詞と NPI を含む文中での介在効果に関する実験調査 

理由 wh 副詞が他の whよりも高い位置にあるという特殊性を持つため、理由 wh副詞と否定極性

表現を含む疑問文においては介在効果が観察されないが(e.g.✔花子しかなぜ太郎が来ると言わ

なかったの?)、他の wh と否定極性表現を含む疑問文では介在効果が観察される(e.g.*花子しか

何を読まなかったの？)と言われている (Miyagawa 1999, Ko 2005).この介在効果の有無につい

て幼児が敏感であるかどうかを質疑応答法を用いて調査した。例えば「さるくんしかなぜリスさ

んがハシゴを登っていると言わなかったの？」という疑問文では、「さるくんしか」がナゼより

低い位置からかき混ぜにより文頭に移動していると考えられており、ナゼは主節の言わなかっ

た理由のみを指し、埋め込み節のハシゴを登っている理由を指すことはできない。実験調査では、

幼児は主節の言わなかった理由のみを答え、埋め込み節の登っている理由は答えないという結

果であった。この結果から幼児が介在効果の有無に敏感であり、理由 wh 副詞が高い位置にある

という知識を持っていることが明らかとなった。2020 年 9 月に行われた The 28th 

Japanese/Korean Linguistics Conference (イギリスの Central Lancashire University で開

催予定であったがオンライン開催に変更)でこの調査結果を発表し、proceedings に論文が掲載

された。 

 

(4) 幼児に対する理由 wh副詞疑問文の否定の島の制約に関する実験調査 

日本語で理由 wh副詞が埋め込み節から主節に LF移動する際、否定の島の制約に抵触する。例え

ば「なぜぶたさんがにんじんを渡したとお母さんに言わなかったの?」という疑問文では、主節

に「言わなかった」という否定があるため、ナゼは埋め込み節の渡した理由を指すことはできず、

主節の言わなかった理由のみを指す。対して項となる argument wh は否定の島の制約に抵触し

ないと言われている(Ross 1984, Rizzi 1999, 2001, Kuno and Takami 1997, Shlonsky and 

Soare 2011)。理由 wh 副詞の LF 移動の際には否定の島の制約に抵触し、他の argument wh の際

には否定の島の制約に抵触しないということに 4-5 歳代の幼児が敏感であるかに関して質疑応

答法を用いて調査を行ったところ、理由 WH副詞と argument wh の両方において埋め込み節の理

由を答えることはなく、主節の動詞の理由を答えることが殆どであった。（同じ調査を成人にも

行ったが、argument wh の時のみ埋め込み節の理由を答えた場合が半分ほどであった。）この調

査結果に関して現在学術雑誌に投稿中であり、幼児は理由 WH副詞だけでなく argument wh も否

定の島の制約に抵触すると理解している可能性があるという考察を行った。 

 

(5) 成人に対する理由 wh副詞疑問文の発話誘発法による実験調査 

理由 wh副詞は時制句を修飾する「毎日」のような副詞よりも上の CPに位置するため、線的順序

でも「なぜ-毎日」の語順となるが、理由 wh以外の「どこで」のような whの場合は「毎日-どこ

で」の語順が許容される (Fujii et al. 2014). このトピックに関して成人に対する発話誘発

法を用いた実験調査を行ったところ、時制句修飾の副詞「毎日」と wh の語順に関して、「毎日



-なぜ」の語順は見られなかったのに対し、「どこで-毎日」「毎日-どこで」の両方の語順が同

程度見られ、「なぜ」と「どこで」の結果に統計的有意差が見られた. 従って、成人の発話にお

いても理由 wh 副詞の特殊性が明らかに観察された。この成果は、2020 年 9 月に The 11th 

International Conference on Experimental Linguistics(ギリシャで開催予定であったがオン

ライン開催に変更)で発表を行い、proceedings に論文が掲載された。 

 

(6) 成人に対する理由 wh副詞と焦点要素を含む文の発話誘発法による実験調査 

理由wh副詞が焦点要素と共起する際、理論的にはReason wh-FOCUSの語順は許容されるがFOCUS-

Reason wh の語順は許容されない (Kawamura 2007, Tomioka 2020). このトピックに関して成人

に対する発話誘発法を用いた実験調査を行ったところ、理由 wh 副詞と焦点である主語の語順は

ほぼ常に Reason wh-FOCUS の語順であり、焦点の主語と焦点ではない主語の相違には統計的有

意差が見られた。この成果について、2022 年 3 月に行われたオンライン国際学会 Encouraging 

Workshop on Formal Linguistics 6 で口頭発表を行った。 
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